
October

第78回県下太鼓打競技大会
大関　谷口　衛さん、中谷英春さん

　県内で最も歴史のある競技大会と言われる県下太鼓打競
技大会が９月20日、小浜神社境内（高浜）で行われました。
　境内には、力強い太鼓の音と打ち手の掛け声などが響き
渡り、緊張した空気が漂いました。
　今年の大関は、谷口　衛さんと中谷英春さんでした。お
二人の息の合った見事なバチさばきは観衆を魅了しました。
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第１次志賀町行政改革大綱・第１次志賀町行政改革大綱・

集中改革プランの実施状況集中改革プランの実施状況

　

第
１
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
現
在

進
行
中
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
第
2

次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
22
〜
26
年
度
）
の

重
点
実
施
事
項
に
設
定
し
て
お
り
、
今
後
も
集

中
的
・
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

・
保
育
園
の
整
理
統
廃
合
お
よ
び
保
育
機
能
の
充
実

　

・
小
学
校
の
再
編
、
小
学
校
通
学
区
域
の
見
直
し

　

・
基
金
の
積
立

　

・
地
方
債
の
繰
上
げ
償
還
の
推
進

　

・
普
通
財
産
の
利
用
、
処
分

　

・
税
金
の
口
座
振
替
納
入
の
推
進
と
事
務
の
効
率
化

　

・
税
の
収
納
率
の
向
上

　

・
補
助
金
の
見
直
し

計画全体(86項目)の達成率

　

志
賀
町
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機

の
運
転
開
始
に
伴
う
固
定
資
産
税
が
一
時
的
に

増
加
し
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

合
併
に
よ
る
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
18
年
12
月
に
第
１
次
志

賀
町
行
政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
・
定

員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会

お
よ
び
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
調
査
審
議
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
第

1
次
の
推
進
期
間
の
４
年
間
の
実
施
状
況
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

計
画
全
体
に
お
け
る
実
施
済
の
項
目
は
、

52
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
進
行
中
の

項
目
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
第
２

次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
22
〜
26
年
度
）
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
中

長
期
的
に
持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
確
立
す
る

た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第１次志賀町行政改革大綱・

集中改革プランの実施状況

推進期間 　平成18年度～平成21年度(４年間)平成18年度～平成21年度(４年間)

特集行財政改革
足腰の強い経営体質を目指して足腰の強い経営体質を目指して足腰の強い経営体質を目指して
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１　

事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
・

　
　

廃
止
・
統
合
の
推
進

２　

民
間
委
託
な
ど
の
推
進

３　

組
織
・
機
構
改
革
の
推
進

行
政
評
価
制
度(
＊
１)
の
導
入

　

Ｈ
19　

事
務
事
業
の
体
系
化

　

Ｈ
20　

事
務
事
業
・
補
助
金
の
試
行
評
価

　

Ｈ
21　

全
事
務
事
業
・
補
助
金
の
本
格
評
価

指
定
管
理
者
制
度(

＊
２)

の
適
切
な
導
入

　

Ｈ
18　

38
施
設
に
制
度
導
入

　

Ｈ
19　

志
賀
町
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
制
度
導
入

　

Ｈ
20　

志
賀
町
と
ぎ
実
験
農
場
に
制
度
導
入

　
　
　
　

指
定
管
理
者
評
価
制
度
の
導
入

　

Ｈ
21　

㈱
志
賀
町
振
興
サ
ー
ビ
ス
の
設
立
に
よ
り

　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
見
直
し

　
　
　
　
（
14
施
設
）

①　

保
育
園
の
整
理
統
廃
合

　

Ｈ
19　

・
堀
松
保
育
園
を
休
止

　
　
　
　

・
堀
松
保
育
園
を
堀
松
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
　
　
　

ブ
に
転
用

取
組
内
容

取
組
内
容

取
組
内
容

　

事
務
事
業
評
価
に
よ
る
課
題
を
第
２
次
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
に
反
映
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
行
政

評
価
制
度
に
よ
り
、
不
要
な
事
業
は
廃
止
し
、
必
要

な
事
業
を
重
点
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
評
価
結
果
に
よ
り
、

見
直
し
の
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か

ら
廃
止
、
減
額
、
終
期
設
定
な
ど
の
見
直
し
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

指
定
管
理
に
評
価
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
管

理
運
営
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
更
な
る
経
費
削
減
の
た
め
、
公
募
制

度
の
推
進
お
よ
び
指
定
管
理
者
に
見
積
合
せ
な
ど
の

適
正
な
運
用
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
６
月
に
志
賀
町
保
育
所
適
正
配
置
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
の
委
員
会
を

開
催
し
て
意
見
集
約
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
24
年
度
以

降
に
廃
止
す
る
保
育
園
や
廃
止
時
期
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
な
ど
、
本
町
と
し
て
の
具
体
的
な
方
針

を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
重
点
６
項
目
の
実
施
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

保育園入所児童数 (Ｈ22. ４. １現在 )

◤

◤

指定管理料決算額

行政評価におけるマネジメントサイクル
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４　

定
員
適
正
化
計
画
の
実
践

③　

小
学
校
の
再
編

　

Ｈ
20　

志
賀
地
域
７
校
を
１
校
に
統
合
し
、
位
置

を
高
浜
小
学
校
と
す
る
方
針
を
決
定

　

Ｈ
21　

新
た
に
志
賀
地
域
小
学
校
統
合
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
昨
年
度
の
方
針
を
再
検
証

　
　
　
　

志
賀
町
立
小
学
校
施
設
整
備
基
金
の
新
規

積
立
（
１
億
円
）

（
一
般
職
）

　

・
平
成
22
年
４
月
１
日
の
職
員
数
は
、
377
人

　
　
（
前
年
度
比
17
人
の
減
、
計
画
よ
り
16
人
の
減
）

　

減
少
理
由
…
早
期
退
職
者
の
増
加
お
よ
び
新
規
採

用
者
の
抑
制
、
技
能
労
務
職
員
の
退
職
不
補
充

に
伴
う
減
少

（
臨
時
職
員
）

　

・
平
成
22
年
４
月
１
日
の
臨
時
職
員
数
は
、
135
人

　
　
（
前
年
度
比
11
人
の
増
、
計
画
よ
り
17
人
の
増
）

　

増
加
理
由
…
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
者
の
増

大
、
小
学
校
統
合
計
画
の
延
期
、
医
療
職
員
の

定
員
不
足
、
保
育
士
の
早
期
退
職
に
伴
う
配
置

基
準
の
確
保
に
伴
う
増
加

取
組
内
容

取
組
内
容

取
組
内
容

　

平
成
21
年
12
月
に
志
賀
地
域
小
学
校
統
合
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
意
見
集
約
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
教
育
委

員
会
か
ら
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
26

年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
、
本
町
と
し
て
の
具
体

的
な
方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
450
人
を
基
準

に
５
年
間
で
57
人
削
減
す
る
計
画
で
し
た
が
、
実
績

で
は
、
57
人
を
上
回
る
73
人
を
削
減
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
（
平
成
22
〜
26
年

度
）
に
よ
り
、
更
な
る
削
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
臨
時
職
員
数
151
人
を

基
準
に
５
年
間
で
33
人
削
減
す
る
計
画
で
し
た
が
、

実
績
で
は
、
右
記
理
由
に
よ
り
16
人
の
削
減
に
留
ま

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
施
設
の
統
廃
合
や
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
積
極
的
に
進
め
、
臨
時
職
員
に
よ
る
対
応
を

縮
小
し
、臨
時
職
員
数
の
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

小学校児童数 (Ｈ22. ５. １現在 )

職員数の推移 (一般職 )

職員数の推移 ( 臨時職員 )

◤

◤

②　

中
学
校
の
再
編

　

Ｈ
19　

志
賀
地
域
の
２
校
を
１
校
に
再
編
し
、
新

　
　
　
　

志
賀
中
学
校
が
開
校
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６　

健
全
財
政
の
推
進

基
金
の
積
立

　

健
全
財
政
の
推
進
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
お
よ

び
町
債
（
借
入
金
）
の
元
利
償
還
金
に
対
処
す
る
減

債
基
金
な
ど
を
積
み
立
て

町
債
繰
上
げ
償
還(

＊
３)

の
推
進

　

将
来
の
利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
債
の

繰
上
げ
償
還
を
実
施

　　

平
成
19
〜
21
年
度
の
３
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
億
６
千
４
百
万
円

　

高
利
な
政
府
系
資
金
を
優
先
的
に
繰
上
げ
償
還
し

て
い
ま
す
が
、
下
水
道
事
業
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
な
ど
の
町
債
に
よ
り
、
全
体
の
借
入
金
残
高

が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
借
入
金
の
抑

制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

基金残高 ( 貯金残高 )町債残高 (借入金残高 )

◤

◤

５　

電
子
自
治
体
の
推
進

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
推
進

　

・
平
成
20
年
10
月
か
ら
供
用
を
開
始

　

・
整
備
事
業
は
、
平
成
21
年
1
月
に
全
地
区
の
工

事
を
完
了

　

・
平
成
21
年
度
末
の
加
入
率
は
、
約
97
％
で
あ
り

今
後
は
未
加
入
者
の
加
入
を
促
進

　

・
議
会
放
送
を
平
成
20
年
12
月
か
ら
開
始

　

・
し
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
広
告
宣
伝
放
送
の
募
集
を
推

進

　

・
不
要
に
な
っ
た
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
の
撤
去
事

業
を
推
進　

　
　

取
組
内
容

取
組
内
容

　

・
難
視
聴
地
域
38
％
約
３
千
１
百
世
帯
の
難
視
聴

を
解
消

　

・
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
、
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
実
現

　

・
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
に
よ
り
、
明
瞭
で
確
実
な

防
災
行
政
放
送
を
実
現

　

・
町
内
Ｉ
Ｐ
電
話
に
よ
り
、
通
話
料
を
無
料
化

　

・
し
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
始
に
よ
り
、
地
域
情
報

を
発
信

　

・
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
要

　

基　金　名 Ｈ 21 年度末

財政調整基金 (＊４) 17 億 8,932 万円

減債基金 (＊５) 　7 億　165 万円

特別財政基金 (＊６) 25 億　446 万円

地区自治振興基金 (＊７) 8 億 8,595 万円

その他 45 億 1,121 万円

合　計 103 億 9,259 万円

会　計　名 Ｈ 21 年度末 Ｈ17 年度末
対比

一 般 会 計 170 億 2,958 万円 →

特別会計 ( ケーブルテレビ ) 　28 億 7,860 万円 →

特別会計 ( 農業集落排水 ) 45 億 5,392 万円 →

特別会計 ( 公共下水道 ) 65 億 1,856 万円 →

特別会計 ( 地域し尿 ) 2 億 8,175 万円 →

特別会計 ( 簡易水道 ) 1 億　917 万円 →

企業会計 ( 水　　道 ) 23 億 7,670 万円 →

企業会計 ( 病　　院 ) 23 億 9,078 万円 →

合　計 361 億 3,906 万円 →

　

　
　

↓　　

　

４
年
間
で
36
億
５
千
79
万
円
借
入
金
の
増
加

しかチャンネルの放送局

17
年
度
末

21
年
度
末

324
億
８
千
827
万
円

361
億
３
千
906
万
円
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窓
口
業
務
時
間
延
長
の
検
討

•
住
民
課
窓
口
に
お
い
て
業
務
時
間
の
延
長
を
試
行

•
時
間
は
土
曜
日
の
９
時
か
ら
12
時
30
分
ま
で

•
取
扱
業
務
は
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

書
な
ど
の
発
行
に
限
定

•
平
日
は
、
午
後
５
時
15
分
か
ら
30
分
ま
で
の
15
分

間
延
長

※
平
成
22
年
度
か
ら
窓
口
業
務
時
間
の
延
長
を
実
施

　

以
上
の
６
項
目
の
重
点
項
目
の
ほ
か
の
主
な
実
施
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◤

開
か
れ
た
町
政
の
推
進

•
平
成
18
、
20
、
21
年
度
に
町
内
16
地
区
で
町
政
懇

談
会
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
住
民

の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映　

•
平
成
21
年
度
か
ら
町
長
談
話
室
を
開
設

◤

負
担
の
見
直
し

固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
の
是
正

•
平
成
22
年
度
か
ら
の
不
均
一
課
税
の
是
正
を
、
1

年
前
倒
し
し
、
平
成
21
年
度
か
ら
富
来
地
域
の
税

率
1.5
％
を
志
賀
地
域
の
税
率
1.4
％
に
統
一

国
民
健
康
保
険
税
の
不
均
一
課
税
の
是
正

•
志
賀
地
域
お
よ
び
富
来
地
域
で
不
均
一
と
な
っ
て

い
た
国
民
健
康
保
険
税
を
平
成
22
年
度
か
ら
統
一

農
林
水
産
事
業
分
担
金
の
是
正

•
志
賀
地
域
お
よ
び
富
来
地
域
で
不
均
一
と
な
っ
て

い
た
農
林
水
産
事
業
分
担
金
を
平
成
22
年
度
か
ら

全
て
統
一

水
道
料
金
の
不
均
一
の
是
正

•
平
成
27
年
度
か
ら
の
不
均
一
の
是
正
を
、
５
年
前

倒
し
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
富
来
地
域
の
水
道
料

金
を
志
賀
地
域
の
料
金
に
統
一

◤

税
金
の
口
座
振
替
納
入
の
推
進
と

事
務
の
効
率
化

税
の
収
納
率
の
向
上

•
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
し
か
、
は
が
き
に
よ
る
口

座
振
替
依
頼
書
の
送
付
で
口
座
振
替
納
入
を
推
進

•
口
座
振
替
率
は
、
平
成
21
年
度
末
で
約
50
％

•
石
川
県
の
住
民
税
徴
収
支
援
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
臨
戸
催
告
や
納
税
相
談
、
財
産
調
査
の
上
、

差
押
な
ど
を
実
施

◤◤

外
郭
団
体
改
革
の
基
本
方
針
の
策
定

•
平
成
20
年
度
に
外
郭
団
体
の
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
課
題
を
整
理
し
具
体
的
な
改
革
策
を
取
り
ま

と
め

（
改
革
の
柱
）

　

①
本
町
の
関
与
の
適
正
化

　
　

外
郭
団
体
が
行
う
改
革
・
改
善
の
取
り
組
み
が

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
助
言
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
調
整
支
援
を
実
施

　

②
外
郭
団
体
の
自
主
的
・
自
立
的
な

　
　

経
営
基
盤
の
確
立

　
　

外
郭
団
体
自
ら
積
極
的
に
改
革
・
改
善
に
取
り

組
む
た
め
に
必
要
と
な
る
項
目
を
取
り
ま
と
め

し
、
実
施
計
画
を
策
定

（
対
象
団
体
）

　
　

本
町
が
基
本
財
産
な
ど
の
25
％
以
上
を
出
資
し

て
い
る
団
体
ま
た
は
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
団
体

の
う
ち
、
本
町
と
人
的
、
資
金
的
、
業
務
内
容
な

ど
に
お
い
て
特
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
法
人
（
表

１
）

◤

㈶志賀町公共施設等管理公社

㈱富来観光産業振興公社

はまなす会

志賀町社会福祉協議会

㈳志賀町シルバー人材センター

㈲フローリィ

志賀町土地開発公社

外郭団体(表 1)
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＊
４　
財
政
調
整
基
金
…
…

　
　

突
発
的
な
災
害
や
緊
急
を
要
す
る
経
費
に
備
え
る
た

め
に
設
置
さ
れ
る
基
金
で
す
。
決
算
剰
余
金
が
多
い
時

は
多
く
積
み
立
て
、財
源
不
足
時
に
取
り
崩
す
と
い
う
、

年
度
間
の
調
整
的
な
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

＊
５　
減
債
基
金
…
…

　
　

町
債
（
借
入
金
）
の
償
還
（
返
済
）
の
増
加
に
備
え

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
基
金
で
す
。
公
債
費
（
借
入
金

返
済
）
が
他
の
経
費
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

減
債
基
金
を
取
り
崩
し
て
公
債
費
に
充
て
ま
す
。

＊
６　
特
別
財
政
基
金
…
…

　
　

地
域
振
興
施
策
に
充
て
る
た
め
の
基
金
で
す
。

＊
７　
地
区
自
治
振
興
基
金
…
…

　
　

志
賀
地
域
の
各
地
区
に
お
け
る
自
治
活
動
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

事
業
に
充
て
る
た
め
の
基
金
で
す
。

志
賀
共
同
調
理
場
と

富
来
共
同
調
理
場
の
統
合

町
立
富
来
病
院
の
経
営
健
全
化

担
当
課
長
制
の
廃
止

税
務
手
当
・
保
育
手
当
の
廃
止

•
平
成
18
年
９
月
か
ら
志
賀
共
同
調
理
場
に
統
合

•
富
来
共
同
調
理
場
を
休
止

•
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
経
営
計
画
の

方
針
を
決
定

•
神
経
内
科
を
新
設
し
、
９
診
療
科
に
よ
る
診
察
を

実
施
（
内
科
・
神
経
内
科
・
外
科
・
婦
人
科
・
小

児
科
・
整
形
外
科
・
眼
科
・
皮
膚
科
・
精
神
科
）

•
院
外
処
方
の
完
全
実
施
に
よ
り
、
材
料
費
な
ど
を

縮
減

•
平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
、
一
般
病
棟
に
つ
い
て

13
人
の
患
者
を
１
人
の
看
護
師
が
看
護
し
て
い
た

も
の
を
10
人
の
患
者
を
１
人
の
看
護
師
が
看
護
す

る
体
制
へ
変
更

•
退
職
や
昇
任
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た
担
当
課
長
職

は
、
不
補
充
と
し
て
人
数
を
削
減
し
管
理
職
手
当

を
削
減(

平
成
21
年
か
ら
廃
止)

•
平
成
18
年
度
か
ら
、
特
殊
勤
務
手
当
を
見
直
し
、

税
務
手
当
お
よ
び
保
育
手
当
を
廃
止

◤

◤

◤ ◤

公
社
の
再
編

•
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
㈱
志
賀
町
振
興
サ
ー
ビ

ス
の
業
務
を
開
始

　

㈶
志
賀
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
と
㈱
富
来
観
光

産
業
振
興
公
社
を
再
編
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
複

す
る
業
務
の
一
本
化
お
よ
び
コ
ス
ト
の
削
減
を
実

施

◤

【
用
語
解
説
】

＊
１　
行
政
評
価
制
度
…
…

　
　

政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

行
政
活
動
の
結
果
、
そ
れ
が
本
来
求
め
て
い
た
目
的
に

対
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
上
が
っ
た
の
か
を
客
観

的
に
把
握
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
次
年
度
以
降
の
行

政
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

＊
２　
指
定
管
理
者
制
度
…
…

　
　

町
や
外
郭
団
体
に
限
定
し
て
い
た
公
の
施
設
の
管
理

運
営
を
、
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
し
た
営
利
企
業
・
財

団
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
法
人
そ

の
他
の
団
体
に
包
括
的
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

＊
３　
繰
上
げ
償
還
…
…
…

　
　

町
が
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を

繰
上
げ
て
償
還
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
年
度
の
金

利
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
す
。

高
齢
者
記
念
品
支
給
事
業
の
見
直
し

敬
老
福
祉
金
の
見
直
し

•
90
歳
到
達
者
に
２
万
円
相
当
の
記
念
品
を
支
給
し

て
い
た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
支
給
事
業
を
廃
止

•
平
成
18
年
度
ま
で
85
歳
以
上
に
１
万
２
千
円
を
毎

年
支
給
、
100
歳
到
達
者
に
30
万
円
を
支
給
し
て
い

た
が
、平
成
19
年
度
か
ら
90
歳
到
達
者
に
２
万
円
、

100
歳
到
達
者
に
10
万
円
を
支
給
す
る
制
度
に
変
更

◤◤
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経費節減などの財政効果
　集中改革プラン（平成18年度～平成21年度）の86の実施項目について、経費節減などの主な財政効果額を取りま
とめました。
　主なものについては、計画前の平成 17 年度決算額を基準とし、実施期間中の各年度の決算額と比較して算出し
ています。原則として効果が継続する期間中は、毎年度、効果が発生するものとして累計して算出しています。

平成18年度の主な改革内容と財政効果

平成19年度の主な改革内容と財政効果

平成20年度の主な改革内容と財政効果

項　　目 内　　　容
財政効果（H17年度比較）

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

収入 健全財政の推進
普通財産（土地）の処分 468 － － －
税の滞納繰越分の収納率向上 1,990 2,295 2,909 1,499

支出

定数の削減 農業委員定数の削減
　平成18年８月～　公選28人→20人 11 108 116 136

定員管理および
給与の適正化

定員適正化計画の実践
　職員数を73人削減　450人→377人

特殊勤務手当の見直し
　税務手当および保育手当の廃止

16,491 25,995 34,576 11,855

指定管理者制度
の活用

志賀の郷運動公園の管理経費の削減
　指定管理者‥　㈱志賀町振興サービス 321 57 379 325

組織・機構改革
の実現

土田出張所の廃止 143 151 143 147
小学校運営および保守管理経費の削減 795 759 657 1,129

事務・事業の見
直し　

口座振込通知書の廃止
　通帳摘要表示サービスに変更（担当課または内容記入） 51 61 61 61

合　計 20,270 29,426 38,841 15,152

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

項　　目 内　　　容
財政効果（H17年度比較）

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

支出

定数の削減 議員定数の削減
　平成19年６月～　議員定数30人→18人 － 4,273 4,941 5,083

補助金などの
整理合理化

高齢者記念品支給事業の廃止 － 317 317 317

敬老福祉金の見直し
　90歳到達者に２万円、100歳到達者に10万円を支給 － 1,212 1,166 1,196

職員の福利厚生事業費の見直し
　職員互助会補助金を廃止 － 328 328 328

組織・機構改革
の実現

堀松保育園を休止。11箇所→10箇所（私立１箇所含む）
　保育所管理および運営経費の削減 － 690 820 1,149

合　計 － 6,820 7,572 8,073

項　　目 内　　　容
財政効果（H17年度比較）

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

収入 健全財政の推進 ＣＡＴＶ整備事業の推進
　広告宣伝放送の募集 － － 298 609

支出 健全財政の推進 魚のいない水族館の取壊し
　指定管理料の削減、借受財産（土地）の解消 － － 396 466

合　計 － － 694 1,075

総　合　計 20,270 36,246 47,107 24,300

本町の行財政改革の取組みについては、ホームページの行政改革の内容をご覧ください。
◆お問い合せ先　総務課行政改革秘書室　☎ 32-9311



被
保
険
者
証
が
一
斉
更
新
さ
れ
ま
す

　

被
保
険
者
証
は
１
人
に
１
枚
交
付
さ

れ
ま
す
。
被
保
険
者
全
員
分
の
保
険
証

を
世
帯
主
宛
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
短
期
保
険
証
ま
た
は
資
格

証
明
書
の
人
に
つ
い
て
は
、
直
接
役
場

ま
で
取
り
に
き
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
証
と
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
住
民
課
ま
た
は
富
来
支
所

総
合
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　
　

希
望
カ
ー
ド｣

の

　
　
　
　

同
封
に
つ
い
て

　

今
回
か
ら
、
新
し
い
保
険
証
送
付
の

際
に
、｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド｣

を
同
封
し
ま
し
た
。

　

｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品｣

と
は
、

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ

て
か
ら
発
売
さ
れ
た｢

後
発
医
薬
品｣

の
こ
と
で
、
新
薬
と
同
じ
成
分
、
同
じ

効
能
・
効
果
を
も
つ
も
の
で
す
。
開
発

費
が
安
い
た
め
薬
代
を
安
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た

い
場
合
は
、
病
院
で
の
診
療
中
や
調
剤

薬
局
で｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド｣

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
有
効
成

分
が
同
じ
で
も
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
微

妙
な
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
違
和
感
が
で

た
ら
新
薬
に
戻
す
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
証
は
９
月
30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
し
た
。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。　

有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
被
保
険
者

証
は
、
住
民
課
ま
た
は
富
来
支
所
総
合

窓
口
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
ご
自

身
で
廃
棄
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
裏
面
に
つ
い
て

　

今
回
か
ら「
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
」

を
設
け
ま
し
た
。
臓
器
提
供
の
意
思
を

表
示
す
る
人
は
、
内
容
を
よ
く
読
ん
で

「
署
名
年
月
日
」「
本
人
署
名
」「
家
族

署
名
」
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

新しい保険証　表面裏面
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◆
特
定
健
診
と
は

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
対
象

で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
中
心
に
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
判
定
す
る
健
診
で
す
。

◆
特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
、

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
が
期
待
で
き
る
人
に

は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
引
き
続
き「
特

定
保
健
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か

　

最
近
「
お
な
か
が
ぽ
っ
こ
り
し
て
き
た
」「
ズ

ボ
ン
が
き
つ
く
な
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
信
号
で
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
お
な
か
の
内
臓
の

ま
わ
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。

　

そ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
招
き
ま
す
。

【メタボと診断される基準】 【対象者の選定】

内臓脂肪の蓄積
へその位置で
測定した腹囲

男性 85㎝以上

女性 90㎝以上

脂質異常
中性脂肪　150mg/dl 以上か
HDL コレステロール 40mg/dl 未満

⇨

２つ以上該当

→メタボ

高血圧
収縮期血圧（上の血圧）130mmHg
以上か　拡張期血圧（下の血圧）
85mmHg 以上 １つ該当

→メタボ予備群高血糖
空腹時血糖値　110mg/dl 以上

※
減
量
し
て
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
と
、
血
圧
・
血
糖
・

脂
質
異
常
が
改
善
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
・
改
善
で
き
ま
す
。

　
『
メ
タ
ボ
』
ま
た
は
『
メ
タ
ボ
予
備
群
』
と
判
定
さ

れ
た
人
は
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
の
結
果
に
よ
っ
て
特
定
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す

★対　象
　・特定健診でメタボリックシンドローム該当または予備群と判定された人（個別に通知します）
★期　間
　・６カ月間＊初回面接は 10 月上旬に実施予定です。
★内　容
　＊メタボ予備群の人
　・初回面接を１回（90 分程度）　・栄養・運動教室参加自由　・血液検査を実施　・６カ月後に改善結果評価
　＊メタボ該当の人
　・初回面接を１回（120 分程度）
　・アクアパーク・シオンでの水中ウオークを中心とした、月２回程度の運動教室に参加・栄養教室・血液検査も実施
　・半年間、電話・手紙などで皆さんを継続支援します。
　・６カ月後に改善結果評価
★参加費　無　料

お問い合わせ先　志賀町保健福祉センター　特定保健指導担当　☎ 32- ０３３９

国
民
健
康
保
険

 「脱メタボ大作戦」　参加者募集 !!
 平成22年度　特定保健指導事業
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メ
タ
ボ
該
当
と
判
定
さ
れ
た
と

き
は
自
覚
症
状
は
な
か
っ
た

　

こ
こ
２
年
間
は
個
人
的
に
病
院

で
が
ん
検
診
は
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
特
定
健
診
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
町
の
健
診
を
受
け
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
よ
う
や
く
秋
の
不
参
者

健
診
を
受
け
る
機
会
が
出
来
た
の

で
受
診
し
ま
し
た
。
健
診
結
果
で

腹
囲
だ
け
は
基
準
を
超
え
て
い
る

だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
後
は
特
に
気
に
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
さ
か
、
自
分
が
メ

タ
ボ
だ
と
言
わ
れ
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

メ
タ
ボ
教
室
は
嫌
だ
っ
た
ら
や

め
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
参
加
し
た

　

メ
タ
ボ
の
教
室
に
行
け
ば
、

き
っ
と
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
だ

ろ
う
か
ら
恥
ず
か
し
い
と
、
ま
ず

思
い
ま
し
た
。
で
も
、
せ
っ
か
く

の
機
会
だ
と
思
い
１
回
参
加
し
て

み
て
、
嫌
だ
っ
た
ら
や
め
れ
ば
い

い
と
思
い
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

食
事
の
量
を
制
限
し
て
歩
く

こ
と
か
ら
始
め
た

　

栄
養
士
さ
ん
の
話
で
、
今
ま
で

の
食
事
の
量
が
多
か
っ
た
こ
と
や

脂
っ
こ
い
お
か
ず
が
中
心
だ
っ
た

こ
と
、
ご
飯
を
食
べ
過
ぎ
て
い
た

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
野
菜
中

心
の
食
事
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
運
動
の
話
を
聞
い
て
、
ま

ず
取
り
組
む
に
は
一
番
手
っ
取
り

早
い
、
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
月
２
回
の
水
中

ウ
オ
ー
ク
に
つ
い
て
も
、
ア
ク
ア

パ
ー
ク
シ
・
オ
ン
に
行
く
と
知
っ

て
い
る
人
に
会
う
の
が
恥
ず
か
し

い
と
思
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
熱
心
さ
に
押
さ
れ
、
取
り
あ
え

ず
１
回
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
生
活
習
慣
の
改
善

ス
タ
ー
ト

　

日
中
は
仕
事
が
あ
り
、
な
か
な

か
歩
け
な
い
の
で
夜
や
定
休
日
を

利
用
し
て
、
毎
日
目
標
歩
数
を
決

め
て
歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以

前
は
１
日
１
５
０
０
歩
程
度
だ
っ

た
の
を
徐
々
に
歩
数
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。
万
歩
計
を
付
け
る

こ
と
で
な
る
べ
く
近
く
へ
行
く
と

き
に
は
歩
こ
う
と
い
う
意
識
が
高

ま
り
ま
し
た
。
毎
日
体
重
日
記
を

付
け
る
こ
と
で
測
定
す
る
こ
と
が

習
慣
化
し
、
前
日
食
べ
た
内
容
を

反
省
し
た
り
、
そ
の
日
に
多
く
歩

い
た
り
と
見
直
し
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
食
事
は
と
に
か
く
毎
食

野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
る
よ
う
に
心

が
け
、
脂
っ
こ
い
料
理
は
控
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
お
酒
は
ど
う

し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
の
で
そ
の

分
、
余
分
に
食
べ
て
い
た
ご
飯
の

量
を
減
ら
す
こ
と
に
し
、
順
調
に

減
量
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

家
族
の
支
え
が
あ
っ
て

半
年
間
頑
張
れ
た

　

家
族
も
一
緒
に
減
量
目
標
達
成

に
向
け
て
支
援
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
妻
は
野
菜
の
少
な
い
冬
場
で

も
大
皿
一
杯
の
量
を
毎
食
食
卓
に

出
し
て
く
れ
、
娘
の
励
ま
し
も

あ
っ
て
体
重
を
減
ら
す
こ
と
が
楽

し
み
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
「
痩

せ
て
い
た
頃
に
着
て
い
た
洋
服
を

も
う
一
度
着
た
い
」
と
い
う
目
標

が
日
に
日
に
現
実
と
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
は
本
当
に
感
激
で
す
。

健
康
の
た
め
に
ず
っ
と
続
け

て
い
き
た
い

　

減
量
で
き
た
今
、
体
調
も
良
好

で
教
室
に
参
加
し
て
い
い
機
会
を

も
ら
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
毎
日
歩
か
な
い
と
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

　生活習慣の改善はちょっとしたきっかけから始まります。

　昨年の特定保健指導を受けて、食事の見直しと運動で７㎏

の減量成功した藤田和久さん（53）（舘開）に成功体験を語っ

ていただきました。

て
い
ま
す
。
野
菜
中
心
の
食
事
も

習
慣
化
し
、
野
菜
を
食
べ
な
い
と

食
事
を
し
た
気
が
し
な
い
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。健
康
の
た
め
に
、

今
後
も
食
事
や
運
動
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
人
た
ち
に

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

　

メ
タ
ボ
教
室
へ
は
と
に
か
く
一

度
参
加
す
れ
ば
良
さ
が
わ
か
り
ま

す
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
参
加
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

減
量
に
成
功
し
た
お
父
さ
ん

に
娘
さ
ん
か
ら
一
言

　

お
父
さ
ん
の
頑
張
り
に
は

脱
帽
で
す
。
野
菜
中
心
の
食

事
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
減
量

に
成
功
。
昔
の
洋
服
を
捨
て

な
く
て
よ
か
っ
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　インフルエンザ予防接種のワクチンは今シーズンから季節性インフルエンザワクチンと新型

インフルエンザワクチンを混合したものになりました。

【接種期間】　

　平成22年10月1日（金）～平成23年３月31日（木）

【65歳以上の人】

　９月下旬に個別通知で配布した案内をよく読んでください。水色の接種券・予診票を持って、

医療機関で予防接種を受けてください。自己負担はありません。

【生活保護世帯と低所得世帯の人】

　年齢に関係なく、インフルエンザ予防接種費用を全額免除します。

　◎手続き方法は下記のとおりです

　　まず 「費用免除証明書」の交付を受けて接種する方法

　①交付場所　　住民課窓口または富来支所総合窓口

　②必要書類　　「印鑑」「身分証明書（運転免許証または保険証）」

　③受付時間　　８時30分～ 17時15分

　④申請期限　　平成23年３月31日まで

　やむを得ずワクチン接種前に負担免除の申請手続きができずに費用を支払った人は接種費用

の払い戻しの手続きを行うことができます。

　払い戻しの申請に必要な書類は、①医療機関で発行される「新型インフルエンザ予防接種済

証」と「領収書」②「印鑑」③「本人または保護者名義の通帳の写し」です。①、②、③を持参し健

康福祉課、保健福祉センターまたは富来支所総合窓口で申請してください。

お問い合わせ先　　志賀町保健福祉センター　☎32－0339

インフルエンザ予防接種を実施します

行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

石
川
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10
月
を

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
定
め
、

行
政
書
士
を
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
普

及
と
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

　

電
話
と
面
談
に
よ
る「
行
政
書
士
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

電
話
の
無
料
相
談
会
の
開
催

◆
日
時　

10
月
１
日
〜
３
日

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

問
石
川
県
行
政
書
士
会　

事
務
局

　

☎
０
７
６
７-

２
６
８-

９
１
１
０

面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会
の
開
催

◆
日
時　

10
月
２
日
㈯　

10
時
〜
16
時

◆
場
所　

平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
鹿
島

１
階
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場
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宝くじの助成金で太鼓が整備されました

竹灯籠で秋祭り　幻想的な世界を演出

感謝状と記念品が贈呈されました。

今回整備された太鼓

死亡事故ゼロ500日達成

神社の階段に設置された竹灯籠

竹灯籠に火が灯る

辺りを幻想的な光で包む

　増穂少年八幡太鼓は、コミュニティ助成金を受けて

太鼓が整備されました。

　この助成金は、宝くじの受託事業収入を財源として、

コミュニティの健全な発展と宝くじの普及効果が発揮

できる事業を対象に交付されるものです。

　団体では会員の日常練習はもとより、郷土芸能の保

存継承、体力づくり、地域のコミュニティ活動の推進

に役立てたいと考えています。

　９月16日（木）に上熊野地区の長田で「萬
まんとうさい

燈祭」が行われました。

この祭りは３年前から行われています。地元の竹を利用し、穴を

あけろうそくを置きます。昨年の480本から1,000本に数を増やし、

年々迫力を増しています。神社周辺や、川べりに並べられた灯籠に

火が灯されると辺りは幻想的な光に包まれました。

 　町内の交通死亡事故ゼロ日数が500日を超え、9月7

日（火）に石川県警と県交通安全協会から感謝状が贈ら

れました。県警の谷交通部長から「全国では交通死亡

事故が減少しているが、石川県内は暗い状況。ぜひ、

1,000日を目指してほしい」と祝辞を受け、小泉町長は

「県内の死亡事故が多い中、街頭指導など行政として

協力できることをしたい」と述べました。

　志賀町が500日を超えたのは平成17年の合併以後、

初めてです。
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・町県民税　第３期
・国民健康保険税　第４期
・後期高齢者保険料　第７期
・介護保険料　第４期
　納期限は11月1日（月）です。

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子

ど
も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就

職
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
28
日
㈭
10
時
〜
15
時

　

毎
月
第
４
木
曜
日

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

相
談
室

問
子
育
て
支
援
課 

　

☎
32-

９
１
２
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

◆
日
時　

10
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

今
月
は
子
ど
も
手
当
の

定
例
支
払
月
で
す

◆
日
時　

10
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日
（
祝
・
祭
日

は
除
く
）　

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　
　

５
階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
の
17

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い（
先
着
５
人
）。

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午

        

（
10
／
５
・
12
・
19
・
26
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
10
／
7
･
14
）

※
第
３(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
10
／
21
・
28
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
10
／
6
・
20
）

子
ど
も
手
当
は
２
月
、
６
月
、
10
月

が
支
払
月
で
す
。

　

原
則
と
し
て
支
払
月
の
10
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
指

定
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。
10
日
が

金
融
機
関
の
休
業
日
の
場
合
は
、
そ

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

10
月
８
日
㈮
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

10
月
12
日
㈫
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

公
共
施
設
へ
の
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
あ
り
が
と
う

の
想
い
を
大
切
に
、
お
か
げ
さ
ま
で

「
な
ぎ
さ
工
房
リ
ヴ
」
は
10
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
ご

ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
楽
し

い
催
し
物
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
内
容　

【
第
１
部
】オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
大
川
町
会
館
）
…
10
時
〜
11
時　

感
謝
状
贈
呈
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
他

【
第
２
部
】
お
楽
し
み
タ
イ
ム

（
な
ぎ
さ
工
房
リ
ヴ
他
）
…
11
時
〜
14
時

《
販
売
コ
ー
ナ
ー
》

革
細
工
製
品
（
革
細
工
体
験
有
）、

園
芸
、
リ
リ
リ
の
ヴ
（
堆
肥
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◆
日
時　

10
月
25
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
15
分
〜
13
時
50
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　
國
田
武
ニ
郎
弁
護
士

　
　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
市
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

７
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま

す
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
住
民
課
と
富
来

支
所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

の
直
前
の
営
業
日
が
支
払
日
と
な
り

ま
す
。
今
月
は
10
月
８
日
㈮
に
「
６

月
分
〜
９
月
分
」を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

振
込
通
知
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通
帳
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　

子
ど
も
手
当
担
当

　

☎
32-

９
１
２
２
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花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ロ
ー
リ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト

多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
導
入

支
援
事
業　

説
明
会
の
開
催

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
を
見
据

え
、
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
県
内
飲
食

店
に
対
し
多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
導
入
支

援
事
業
へ
の
協
力
を
求
め
、
外
国
人

旅
行
者
受
け
入
れ
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
、
場
所

・
金
沢
会
場　

10
月
５
日
㈫
15
時
〜

　

16
時　

石
川
県
庁
２
０
２
会
議
室

・
能
登
会
場　

10
月
７
日
㈭
15
時
〜

　

16
時　

輪
島
商
工
会
議
所

・
加
賀
会
場　

10
月
12
日
㈫
15
時
〜

　

16
時　

加
賀
商
工
会
議
所

◆
内　

容

・
石
川
県
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客

の
動
向
に
つ
い
て

・
多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
導
入
支
援
事
業

に
つ
い
て

◆
内　

容　

古
着
を
使
っ
て
小
物
を

作
り
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と

布
の
有
効
利
用
を
図
る
。

◆
日　

時　

10
月
９
日
㈯
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

７
０
０
円

◆
内　

容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み

の
分
別
の
仕
方
を
学
ぶ
。

◆
日　

時　

10
月
17
日
㈰
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　

箸

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子　
氏

◆
申
込
期
間　

10
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
　

〜
10
月
14
日
㈭

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

　

☎ 
27-
１
１
５
３

　

℻ 

27-
１
１
５
４

て
ん
と
市

◆
日
時　

10
月
26
日
㈫　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
志
賀
町
農
林
水
産
課

　

☎
32-

９
２
２
１

☆
フ
ロ
ー
リ
ィ　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　
　

10
月
５
日
㈫
か
ら

　

館
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ハ
ロ　

　

ウ
ィ
ン
の
装
飾
が
施
さ
れ
ま
す
。

☆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
か
ぼ
ち
ゃ
バ
ケ
ツ

ア
レ
ン
ジ

　

10
月
11
日
㈷　

13
時
30
分
〜

　

講　

師　

横
山
千
恵
子　
氏

　

参
加
費　

２
，
５
０
０
円

　

定　

員　

15
人

※
予
約
受
付
締
切　

10
月
８
日
㈮

☆
手
作
り
ハ
ー
ブ
ソ
ー
プ
教
室

　

10
月
16
日
㈯　

13
時
30
分
〜　

　

講　

師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

　

参
加
費　

１
，
２
０
０
円

　

定　

員　

10
人

※
予
約
受
付
締
切　

10
月
９
日
㈯

☆
手
作
り
ア
ロ
マ　

携
帯
コ
ロ
ン
作
り

　

10
月
30
日
㈯　

11
時
〜

　

講　

師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

　

参
加
費　

１
，
０
５
０
円

　

定　

員　

10
人

※
予
約
受
付
締
切　

10
月
23
日
㈯

☆
ク
リ
ス
マ
ス
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル

　

ダ
ー
作
り

　

11
月
18
日
㈭　

13
時
30
分
〜

　

講　

師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

第
15
回
石
川
県
障
害
者

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

広
く
県
民
の
方
々
に
、
障
害
保
健

福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
よ

り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
石

川
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
31
日
㈰

　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

◆
場
所　

石
川
県
産
業
展
示
館
４
号

　
　
　
　

館
（
金
沢
市
袋
畠
町
）

◆
内
容

•
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

カ
ノ
ン

•
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

　

音
楽
演
奏
、
和
太
鼓
演
奏
、
ダ
ン

　

ス
な
ど

•
障
害
者
ア
ー
ト
の
展
示　

　

•
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
盲
導
犬
等
の

　

体
験
コ
ー
ナ
ー

•
福
祉
機
器
の
展
示

•
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

◆
入
場
料　

無
料

問
石
川
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

☎ 

０
７
６-

２
２
５-

１
４
２
８

℻ 

０
７
６-

２
２
５-

１
４
２
９

《
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
》

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ケ
ー
キ
＆
ク
ッ

キ
ー
、
お
団
子
他
（
有
料
）
ジ
ュ
ー

ス
・
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
（
無
料
）

《
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
》

綿
菓
子
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
無
料
）

◆
日
時　

10
月
24
日
㈰
10
時
〜
14
時

◆
場
所　
羽
咋
市
大
川
町
２-
１
５
０-

３

　

な
ぎ
さ
工
房
リ
ヴ
と
そ
の
周
辺

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ぎ
さ
工
房
リ
ヴ

　

☎
22-

７
６
８
６

①
飲
食
店
に
お
け
る
外
国
人
受
け
入

れ
先
進
事
例
の
紹
介

②
多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
導
入
支
援
事
業

の
概
要

③
協
力
店
舗
募
集
に
つ
い
て
な
ど

※
説
明
会
に
参
加
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
先　

多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
作
成

事
務
局
（
㈱
金
沢
倶
楽
部
内
）

☎
０
７
６-

２
２
６-

８
２
２
２

問
石
川
県
観
光
交
流
局
交
流
政
策
課

観
光
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
６-

２
２
５-

１
１
２
７

◆
持
ち
物　

古
着
の
布
１
枚
、
裁
縫

　
　
　
　
　

道
具

◆
講　

師　

原
田
洋
子　
氏

◆
申
込
期
間　

10
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
　

〜
10
月
８
日
㈮

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

　

☎ 

27-

１
１
５
３

　

℻ 

27-

１
１
５
４

里
親
制
度
に
つ
い
て
の

講
演
を
開
催
し
ま
す

〜
里
親
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
〜

◆
日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
ま
で

◆
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

金
沢
市
鞍
月
２
丁
目
１
番
地)

◆
演
題　
「
里
親
制
度
は
な
ぜ
必
要
か
」

　
　
　
　

講
師　

村
田
和
木　
氏

参
加
は
自
由
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
坪
野
の
西
村
久
人
様
か
ら
、
亡
母

君
江
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉

向
上
に
３
万
円

◇
高
浜
町
の
㈲
大
生
地
建
様
か
ら
、

社
会
福
祉
向
上
に
10
万
円

◇
赤
崎
の
三
浦
雄
二
様
か
ら
、
亡
父

高
島
吉
雄
様
の
供
養
と
し
て
社
会

福
祉
向
上
に
10
万
円

「
高
浜
・
志
賀
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」を

開
催
し
ま
す

◆
日　

時　

11
月
３
日
（
祝
）　

８
時
50
分
〜
16
時
45
分

◆
受　

付　

８
時
20
分
〜
８
時
50
分

　
　
　
　
　
（
８
時
50
分
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。）

◆
内　

容

　

(1)　

授
業
公
開　

１
限
、
４
限
、
５
限
、
６
限

　

(2)　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
10
時
〜
11
時
30
分
）

　
　

・
テ
ー
マ　
「
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
」

　
　

・
講　

師　

金
沢
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

・
対　

象　

保
護
者
、
中
学
生
、
中
学
校
関
係
者
、
地
域

住
民
、
在
校
生
な
ど

　

(3)　

志
賀
高
校
の
学
校
説
明
会
（
11
時
40
分
〜
12
時
）

　
　

・
対　

象　

中
学
生
、
中
学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
地
域

住
民
な
ど

　

(4)　

学
校
説
明
・
協
議
会
（
12
時
10
分
〜
12
時
40
分
）

　
　

・
学
校
評
価
（
前
年
度
最
終
評
価
・
本
年
度
中
間
報
告
）

を
も
と
に
学
校
の
現
状
な
ど
の
説
明
お
よ
び
意
見
交
換

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　

・
対　

象　

中
学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど

　

(5)　

５
限　

授
業
公
開

　

(6)　

６
限　

授
業
公
開

　

(7)　

部
活
動
自
由
見
学

※
石
川
教
育
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
11
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

授
業
の
あ
る
時
間
帯
は
す
べ
て
授
業
公
開
を
し
ま
す
。

「
高
浜
・
志
賀
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」

「
高
浜
・
志
賀
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」をを

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

10
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

10
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

10
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

9
3
1
1

◆
業
務
内
容　

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄

　

本
・
印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

◆
日
時 

10
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・

　

16
日
㈯
・
23
日
㈯
・
30
日
㈯

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
確

認
の
上
、窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

看
護
師
・
臨
床
工
学
技
士
・

薬
剤
師
を
募
集
し
ま
す

・
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

　

看
護
師　

10
人
程
度
、
臨
床
工
学

技
士　

１
人
、
薬
剤
師　

１
人

・
応
募
資
格

　

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
免
許
を
有
す
る
か
平
成
23
年

４
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

・
受
付
期
間

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
随
時
受

付
し
て
い
ま
す

・
採
用
日

　

資
格
を
有
す
る
人
に
つ
い
て
は
試

験
後
、
随
時
採
用
し
ま
す
。
取
得

見
込
み
の
人
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
４
月
１
日
採
用
と
な
り
ま
す
。

・
そ
の
他

　

応
募
に
必
要
な
書
類
、
受
験
手
続

き
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
羽
咋
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  

（http://w
w
w
.hakuihp.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
公
立
羽
咋
病
院 

庶
務
課

　

☎
22-

１
２
２
０

　

参
加
費　

２
，
５
０
０
円

　

定　

員　

10
人

※
予
約
受
付
締
切　

11
月
４
日
㈭

☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト　

「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
」

　

11
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
〜

　

講　

師　

隈
部
広
美　
氏

　

参
加
費　

２
，
０
０
０
円　

※
予
約
受
付
締
切　

11
月
16
日
㈫

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

　

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入

　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

　
（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

木
村
ひ
と
み
様
（
富
来
領
家
町
）

 

特
別
社
員
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志賀町要保護児童対策地域協議会から

　気軽に相談してみませんか　　　　～　電話相談　～

　相談できる相手が身近にいないため悩みを抱える家庭が多くなっています。このような家庭の

子どもや親の悩みを聞き、答えてくれます。

名　　称 電話番号 相談内容・時間 相談機関

家庭教育電話相談 076-263-1188
家庭教育に関する相談

月～金　9:00 ～ 17:00
石川県教育委員会

（家庭教育電話相談員）

パパママ・ホッとライン 076-214-5666
ママやパパの子育てに関する不安や悩みに関する

相談　火～金　10:00 ～ 15:00

子ども夢フォーラム
（電話カウンセラー）

チャイルドライン・　
　　　　　　いしかわ

0120-99-7777
子どもの悩みや不安を、子どもたち自身にかけて

もらう。子どものための電話。（18歳以下を対象）

月～木　16:00 ～ 21:00　金・土　16:00 ～ 22:00

いじめ 110 番 0120-617-867
子どもや保護者からのいじめ、家庭問題や学校問

題の相談　月～日　24 時間
石川県警少年課

（少年警察指導員）

公
有
財
産
売
払
い
の
ご
案
内

　

旧
志
賀
消
防
署
の
敷
地
（
建
物
付
き
）
の
売
払
い
を
行

い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
10
月
４
日
（
月
）
か
ら
10
月
18

日
（
月
）
ま
で
に
企
画
財
政
課
監
理
室
（
２
階
）
へ
入
札

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

開
札
会
を
10
月
19
日
（
火
）
に
行
い
、
落
札
決
定
は
入

札
金
額
の
一
番
高
い
人
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
財
政

課
監
理
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
志
賀
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
に
限
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
監
理
室　

公
有
財
産
管
理
担
当

　

☎
32-

９
２
３
４
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第22回　マタニティサロン開催

　

　胎内で育まれている小さな命。もうこの時からお母さんと赤ちゃんとのコミュニケーショは始まっ

ています。赤ちゃんとの絆を深めながら、お母さんとの輪を広げ、楽しいひと時を過ごしませんか。

◇期　間　　10月16日（土）、10月23日（土）、10月30日（土）　全３回　13時30分～ 15時
◇対　象　　現在妊娠している人、赤ちゃんを望んでいる人
◇内　容　　10月16日（土）　「母と子の絆について」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師　小門前二三江　（当園保育士、日本抱っこ法協会上級援助者）

　　　　　　10月23日（土）　講演「小児科の上手なかかり方」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師　鬼頭　俊行　氏　志賀クリニック小児科医

　　　　　　10月30日（土）「ママからのプレゼント」
　　　　　　　　　　　　　　愛情いっぱいの這い這いマットを作ります。

◇会　費　　無　料
◇会　場　　すばる幼稚園（10月16日、10月30日）

　　　　　　志賀町文化ホール（10月23日）

☆主催・申込み先　志賀町乳幼児保育園　☎３２－２６４０

〈応募資格〉　どなたでも応募できます
〈応募方法〉　①はがき、封書またはFAXによる応募

１人何点でも応募できますが、はがき１枚またはFAX用紙１枚、封書１通につき、
標語は１作品のみとします。応募にあたっては、標語の他、郵便番号、住所、氏名

（フリガナ）、年齢、職業、電話番号を必ず記入してください。
　　　　　　②インターネットによる応募
　　　　　　　１人何点でも応募できますが、１回の応募につき、標語は１作品しか入力できません。
〈応　募　先〉　〒105-0003　東京都港区西新橋3-3-1　西新橋ＴＳビル8Ｆ
　　　　　　㈶こども未来財団「標語募集」係宛　FAX03-6402-4830
　　　　　　ホームページ：http://www.kodomomiraizaidan.or.jp
〈応募締切〉　平成22年10月15日（金）まで　※郵送の場合は、当日消印有効とします。
〈表　　彰〉　最優秀作受賞者については、児童福祉週間のメイン行事において賞状、賞品および記

念品を贈呈します。

（参考：昨年の最優秀作品）

　　　　　地球はね　笑顔がつまった　星なんだ　　　　　

　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間の「児童福祉週間」にむけて、元気で頑張る子ども達
を応援する標語や、未来に向けての子ども達からのメッセージとなる標語を募集しています。

平成23年度平成23年度　「児童福祉週間」　標語を募集します
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文
化
ホ
ー
ル
会
場
で
は
、
３
日
（
水
・

祝
）
に
大
ホ
ー
ル
で
「
式
典
」、「
記
念
講

演
」、「
芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
が
予
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
文
化
協
会
会
員
や
、

児
童
・
生
徒
な
ど
に
よ
る
各
種
展
示
、
女

性
団
体
・
青
年
団
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
１

日
（
月
）
か
ら
３
日
（
水
）
ま
で
「
文
化

余
技
展
」
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
教
室
生

や
、
各
種
愛
好
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
品
の

展
示
、
お
茶
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
皆
さ
ん
の
作
品
も
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
出
品
を
希
望
す
る
人
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
﹈　

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
32
‐
９
３
５
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
９
７
０

【
第
６
回
志
賀
町
文
化
祭
】

◇
日
程　

11
月
１
日
㈪
〜
３
日
㈷

◇
会
場

　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
（
２
日
・
３
日
）

　
（
各
種
展
示
、
記
念
講
演
、

　
　

芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）

　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
１
日
〜
３
日
）

　
（
文
化
余
技
展
な
ど
）

【
記
念
講
演
会
】　
（
入
場
無
料
）

【 

駅
伝
参
加
チ
ー
ム
決
定 

】

　
「
文
化
の
日
」
の
祝
日
に
あ

わ
せ
、
第
６
回
志
賀
町
文
化

祭
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

第６回　志　賀　町　文　化　祭

平成23年　平成23年　志賀町成人式のお知らせ志賀町成人式のお知らせ
　新しい門出を祝して志賀町成人式を挙行します。

●と　き　平成23年１月９日（日）
●ところ　能登ロイヤルホテル
●対　象　町内在住または出身で、今年度20歳をむかえる人
　　　　　（生年月日が平成２年４月２日から平成３年４月１日までの方）
●ご案内　12月上旬に対象者の皆さんに案内を送付します。
　　　　　対象者が町外へ転出している場合は実家宛に案内します。
●お問い合わせ先　生涯学習課☎３２－９３５０

昨年の成人式昨年の成人式

第
５
回 

志
賀
町
駅
伝
競
走
大
会

[

お
問
い
合
わ
せ
先]

　

生
涯
学
習
課
☎
 32ｰ

９
３
５
０
（
内
線
350
）

　

第
５
回
志
賀
町
駅
伝
競
走
大
会
を
10
月
11

日
（
月
・
祝
）
体
育
の
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

９
時
30
分
に
役
場
富
来
支
所
を
ス
タ
ー
ト

し
、
ゴ
ー
ル
の
町
陸
上
競
技
場
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
の
優
勝
は
増
穂
、
準
優
勝
は
富
来
・

稗
造
チ
ー
ム
で
し
た
。
今
年
の
優
勝
旗
を
勝

ち
取
る
の
は
ど
の
チ
ー
ム
で
し
ょ
う
か
!?　

沿
道
で
の
ご
声
援
を
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎ 

参
加
チ
ー
ム

①
加
茂
・
下
甘
田

②
熊
野
・
上
熊
野

③
西
海
・
西
浦　

④
増
穂

⑤
富
来
・
稗
造　

⑥
土
田

⑦
志
加
浦　

⑧
堀
松　

⑨
高
浜　

 

⑩
中
甘
田　

⑪
福
浦

※
選
手
応
援
の
た
め
の
車
両
に
よ
る

伴
走
は
大
会
要
項
で
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　

大
会
運
営
の
支
障
に
な
り
、
交
通

安
全
の
妨
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

◇
講
師　

長
ち
ょ
う　

　

楯
ま
も
る　

氏

◇
演
題　「
英
国
と
能
登　
人
と
の
出
会
い
」

◇
略
歴　

旧
富
来
町
出
身
。
昭
和
15
年

生
ま
れ
。
１
９
６
４
年
上
智
大
学
を

卒
業
後
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
（
現　

英
国
航

空
）
入
社
。
主
に
営
業
と
し
て
、
海

外
駐
在
を
歴
任
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
は
能
登
ふ
る
さ
と

館
（
東
京
）
館
長
と
し
て
、
能
登
空

港
の
Ｐ
Ｒ
・
能
登
の
物
産
販
売
促
進

に
尽
力
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
他
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祭
り
客
余
韻
そ
の
ま
ま
帰
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

秋
彼
岸
歩
道
の
献
花
痛
ま
し
や　
　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

若
僧
の
読
経
に
和
す
る
蟬
時
雨　
　
　
　
　
　
　

大
乗　

大
城

そ
の
度た

び

に
大
人
に
な
り
ぬ
帰
省
の
娘こ　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

楚そ

々
と
し
て
嘘う

そ

を
小
出
し
の
秋
扇　
　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

卆そ
つ
じ
ゅ寿

な
る
父
は
語
ら
ず
終
戦
日　
　
　
　
　
　
　

冨
地　

重
内

秋
の
蜘
蛛
糸
一
本
の
芸
術
家　
　
　
　
　
　
　
　

裏
田　

弘
美

水
音
の
絶
え
ぬ
山
里
秋
の
草　
　
　
　
　
　
　
　

北
谷　

芳
子

島
と
島
つ
な
ぐ
砂
浜
盆
の
波　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

草
風

雲
の
峰
真
下
を
走
る
高
速
路　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

豊
子

里
山
の
景
色
浮
き
立
つ
月
明
り　

　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

み
仏
に
残
暑
を
告
げ
て
お
燈
明　
　
　
　
　
　
　

土
田　

清
枝

か
の
日
知
る
亡
き
夫
と
の
み
終
戦
日　

　
　
　
　

土
田
ま
つ
い

雨
一
過
今
朝
新
涼
の
た
た
ず
ま
ひ　

　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

豪
快
に
迎
火
回
す
村
の
衆　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
枝

見
せ
た
く
て
小
さ
き
手
の
中
か
ぶ
と
虫　

　
　
　

淵
端　

三
之

数
珠
を
手
に
面
影
偲
ぶ
盆
参
り　
　
　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

朝
顔
の
萎な

へ
し
花
摘
む
日
課
な
り　

　
　
　
　
　

吉
田　

外
江

幕
あ
い
に
上
手
な
司
会
も
り
た
て
る　

　
　
　
　

坂
下
二
三
子

出
る
幕
終
え
余
生
楽
し
む
位
置
に
い
る　

　
　
　

前
田　

志
津

人
生
も
幕
間
あ
り
て
又
楽
し　

　
　
　
　
　
　
　

吉
村
と
し
子

打
ち
解
け
て
心
の
幕
も
取
り
除
く　

　
　
　
　
　

須
曽　

正
子

過
重
梱
包
エ
コ
に
は
遠
い
贈
答
品　

　
　
　
　
　

坂
野
か
ほ
る

バ
イ
バ
イ
の
児
が
引
き
返
し
お
ま
け
チ
ュ
ウ　

　

石
田　

雪
路

刈
ら
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
尚
生
え
る
草　

　
　
　

村
中　

光
彦

じ
い
ち
ゃ
ん
も
減
反
の
草
刈
る
用
意　

　
　
　
　

関
口
ト
ミ
コ

刈
る
だ
け
に
戻
る
息
子
を
待
つ
稲
穂　

　
　
　
　

山
本　

静
香

草
刈
り
に
精
出
す
老
が
腰
伸
ば
す　

　
　
　
　
　

木
村　

貞
涼

虎
刈
り
に
刈
っ
た
頭
で
保
育
園　

　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

実
っ
た
か
刈
る
前
悩
む
稲
の
時
期　

　
　
　
　
　

西
尾　

善
春

熱
中
症
命
懸
け
で
す
草
刈
り
も　

　
　
　
　
　
　

小
松　

彰
一

今
年
ま
だ
わ
が
家
の
蟇ひ

き

と
会
は
ず
を
り　

　
　
　

深
美　

白
鳥

夏
瘦
や
箱
眼
鏡
咬
む
力
な
し　
　
　
　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

案
山
子
に
も
主

あ
る
じ

の
個
性
あ
り
に
け
り　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

も
て
な
し
は
涼
風
三ざ

ん
ま
い昧

夏
座
敷　
　
　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

太
鼓
打
つ
女
躍
動
秋
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

休
む
た
び
水
ご
く
ご
く
と
早
稲
を
刈
る　
　
　
　

前
川
美
代
子

■
コ
ラ
ム
■

 

貝
が
ら
川
柳
会　

理
事　

西
尾　

善
春

　

忙
し
い
現
代
社
会
毎
日
の
気
分
転
換
に
は
川
柳
づ
く

り
が
最
適
で
普
段
言
葉
に
出
来
な
い
喜
怒
、
哀
楽
が
川

柳
な
ら
気
楽
に
言
え
る
五
、七
、五
の
リ
ズ
ム
を
守
っ
た

川
柳
は
他
人
の
記
憶
の
中
で
生
き
つ
づ
け
る
力
を
持
っ

て
お
り
五
、七
、五
の
リ
ズ
ム
を
固
く
守
り
信
じ
て
川
柳

を
詠
み
ま
し
ょ
う

　

孫
二
人　

京
訛
来
て　

能
登
の
夏

　

十
七
文
字
の
、
短
詩
で
生
活
の
中
の
喜
び
、
悲
し
み

を
率
直
に
表
現
す
る
現
代
川
柳
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
、
主
婦
川
柳
も
大
盛
況
で
す
。

人
間
関
係
の
潤
滑
油
に
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
、
皆
様
の

ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

猛
暑
中
鬼
の
顔
し
て
火
を
使
う　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

不
作
な
り
お
裾す

そ

も
ら
い
の
茄な

す子
の
紺　

　
　
　
　

森
下
い
わ
お

や
っ
ぱ
り
好
き
風
の
吹
く
ま
ゝ
萩
の
ゆ
れ　

　
　

藤
澤　

鶴
女

神み
こ
し輿

渡と
ぎ
ょ御

後の
ち

の
海
風
頬
に
受
く　
　
　
　
　
　
　

小
島　

史
子

か
む
り
直
す
八
十
七
の
秋
帽
子　
　
　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

蟬
時
雨
真
昼
の
空
を
独
り
占
め　
　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
詩
に
つ

い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

　

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８　

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
８
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

◉
次
回
の
文
芸
教
室
増
刊
は
1
月
の
予
定
で
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　
　
　

文
芸
教
室

作
品
募
集

《
詩う
た

の
ひ
ろ
ま
り　

秋
の
増
刊
号
》
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
に
蛙
の
死
に
て
お
り

こ
こ
に
も
猛
暑
に
落
と
せ
し
い
の
ち　

　
　
　

花
野　

美
咲

年
経ふ

り
て
旅
よ
り
帰
る
吾
が
息こ
子
を

ば
い
か
に
迎
え
て
相あ

い
ま
み見

え
ん
や　

　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

熱
中
症
気
を
付
け
居
て
と
街
に
住
む
娘
の

電
話
の
声
は
や
さ
し
き　

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

ゆ
っ
く
り
と
泳
ぎ
つ
つ
魚う

お

は
眠
る
ら
し

閉
じ
る
こ
と
な
き
眼

ま
な
こ

を
も
ち
て　

　
　
　
　
　

福
島　

信
子

ラ
ジ
オ
よ
り
惜
別
の
う
た
流
れ
き
て
縫
い
針

持
つ
手
を
止
め
て
聴
き
入
る　

　
　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

乳
児
だ
き
防
空
壕
へ
日
に
幾
度
日
本
の

命
日
八
月
忘
れ
じ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

大
輪
の
花
火
見
納
め
ま
だ
足
り
ぬ
想
い
を

繋
ぐ
カ
ッ
プ
メ
ン
の
味　

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

盆
栽
の
師
と
も
頼
み
し
人
の
ゆ
き
葬
送
の

庭
さ
る
す
べ
り
咲
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後　

一
子

騒
が
し
く
つ
く
つ
く
法
師
鳴
く
木
立
空

見
上
げ
れ
ば
夕
立
近
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

極
暑
に
も
大
根
の
ふ
た
葉
彩い

ろ

さ
え
て

朝
な
朝
な
の
水
や
り
続
く　

　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

音
も
消
え
リ
ビ
ン
グ
の
闇
に
点
点
と

電
子
光
ひ
か
り
宇
宙
を
創つ

く造
る　

　
　
　
　
　

芳
岡　

典
子

わ
が
靴
の
置お

き
ど処

忘
れ
て
う
ろ
た
へ
り

現
実
と
な
る
老
い
を
諾

う
べ
な

ふ　
　
　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

賞
味
期
限
切
れ
た
と
笑
み
つ
つ
同
窓
会

一
期
一
会
の
六
十
路
半
ば
に　

　
　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

コ
ン
ク
リ
の
割
れ
目
に
咲
け
る
白
百
合
は

命
守
り
て
猛
暑
に
耐
え
な
ん　

　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

三
食
を
猛
暑
に
負
け
ず
た
い
ら
げ
る　

　
　
　
　

川
上　

富
子

食
彩
に
精
励
し
た
が
暑
気
当
た
り　

　
　
　
　
　

岩
井
マ
サ
子

恵
ま
れ
た
食
に
感
謝
の
心
失
せ　

　
　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

暑
い
夏
負
け
ず
に
三
食
良
く
食
べ
た　

　
　
　
　

平
川
ふ
じ
子

孫
が
説
く
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
メ
タ
ボ
食　

　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

食
べ
残
し
も
っ
た
い
な
い
が
肥
満
体　

　
　
　
　

林　

ち
よ
こ

真
夏
日
に
生
き
抜
く
糧
は
食
べ
る
だ
け　

　
　
　

中
畑　

良
則

食
事
し
て
も
っ
と
親
し
い
人
と
な
り　

　
　
　
　

窪　
　
　

洋

お
い
し
い
よ
食
事
胃
袋
ハ
ッ
ピ
ー
に　

　
　
　
　

長
田
千
枝
子

箱
の
中
年
代
古
着
忘
れ
ら
れ　

　
　
　
　
　
　
　

高
島　

和
子

過
疎
進
み
神
輿
鎮
座
の
箱
車　

　
　
　
　
　
　
　

古
森　
　

勝

ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
箱
に
詰
め
ら
れ
誰
の
口　

　
　
　

小
松　

康
子

玉
手
箱
開
け
て
は
い
け
な
い
呆
け
る
か
も　

　
　

池
田　

洋
子

ゴ
ミ
箱
も
カ
ラ
ス
の
餌
か
ね
ら
わ
れ
る　

　
　
　

平
島　
　

凡

貯
金
箱
中
は
空
っ
ぽ
酒
に
化
け　

　
　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

立
秋
コ
ウ
ロ
ギ
泣
が
ま
だ
暑
い　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

栄
子

祖じ

い父
祖ば

あ母
を
野
辺
に
送
り
日
偲
び
つ
つ

三さ
ん
ま
い
あ
と

昧
跡
の
荒
草
を
刈
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

朝
顔
と
つ
る
を
か
ら
ま
せ
留る

こ
う
そ
う

紅
草

赤
き
星
形
そ
よ
風
に
ゆ
れ　

　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

暑
い
日
に
別
れ
を
告
げ
る
虫
の
声　
　
　
　
　
　

浅　

子

　

町
文
化
財
指
定　

高
爪
神
社
本
殿

常
に
な
き
暑
さ
続
け
る
を
詠
め
る

吉
本　

與
彦

い
つ
に
な
れ
ば　

こ
の
極
み
な
き　

暑
さ
逝
く

そ
の
日
迎
ふ
る　

人
々
の　

ゑ
が
ほ
こ
こ
ろ
に

描
き
つ
つ　

池
に
泳
げ
る　

鯉
見
れ
ば

水
に
こ
そ
あ
れ　

こ
の
日
射
し　

耐
ふ
ま
じ
き
も
の
か

木
陰
求
め　

並
び
て
ゐ
た
り　

幼
魚
も
と
も
に

　
　
　

反
歌

田
に
秋
は
来
に
け
り
御
輿
繰
り
出
で
て

入
道
雲
の
下
を
練
り
ゆ
く

　

こ
の
た
び
、
大
福
寺
に
あ
る

高
爪
神
社
本
殿
が
、
町
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
９
月
14
日
に
教

育
長
か
ら
指
定
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
の

は
、
合
併
後
初
め
て
で
、
町
の

指
定
文
化
財
の
件
数
は
１
１
９

件
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
爪
神
社
本
殿
は
17
世
紀
後

半
に
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
、
本
町
に
お
い
て
は
、
神
社

建
造
物
と
し
て
、
江
戸
時
代
前

期
の
も
の
が
無
い
こ
と
か
ら
、

保
存
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
「
神
仏
習
合
」
の
歴

史
を
検
証
す
る
上
で
も
貴
重
な

遺
産
で
す
。
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (やA)児童館だより・図書館だより (やB)第6回志賀町健康フェア (かA)志賀大陸「福浦祭」

7:00 (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かB)青春全開　志賀校！

8:00 (かA)志賀大陸「福浦祭」 (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
土日特番

「第18回大念寺子供太鼓打競技大会」
10:00 (かB)青春全開　志賀校！ (やA)児童館だより・図書館だより

11:00 (やB)第6回志賀町健康フェア (かA)志賀大陸「福浦祭」

12:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かB)青春全開　志賀校！ (やB)第6回志賀町健康フェア

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (やA)児童館だより・図書館だより (やB)第6回志賀町健康フェア (かA)志賀大陸「福浦祭」

16:00 (かB)青春全開　志賀校！ (ふ)ぶらり志賀町の旅 (やA)児童館だより・図書館だより

17:00 (やB)第6回志賀町健康フェア (やA)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (かA)志賀大陸「福浦祭」 (かB)青春全開　志賀校！ (ふ)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かA)志賀大陸「福浦祭」
土日特番

「第18回大念寺子供太鼓打競技大会」
22:00 (み)しかチャンニュース (やB)第6回志賀町健康フェア

23:00 (やA)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド６月

ししかチャンネル
番番組ガイド６月
しかチャンネルかチャンネルかチャンネル
番組ガイド６月組ガイド６月組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド10月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

■　かがやきテレビＡ　「志賀大陸　『福浦祭』」
　福浦祭は福浦港の総鎮守社である猿田彦神社の秋季祭礼で

す。志賀町無形民俗文化財にも指定されている福浦祭の様子を

お送りします。

■　かがやきテレビＢ「青春全開　志賀校！」
　９月５日、６日に行われた、高浜高校・志賀高校の文化祭と

体育祭（第 48 回浜高祭・第２回志賀高祭）の様子をお送りし

ます。

■　土日特番　「第 18 回大念寺子供太鼓打競技大会」

　毎年、大念寺秋季祭礼の前夜祭として行われるこの競技大会

には、町内外からたくさんのチームが集まってきます。子ども

たちの一生懸命な太鼓の打ち込みが観客を魅了していました。

志賀町地デジサポートセンターを開設しました！

 【サポートの内容】

　(1) デジタル放送受信環境のサポート

　(2) デジタル放送受信機器のサポート

　(3) デジアナ変換のサポート

　(4) 町ケーブルテレビサービス全般に係るサポート

 【開設期間】

　平成 22 年 9 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日

　( 土日、祝日、年末年始はお休みとなります）

　〒925-0157　志賀町堀松寅の７番地１

　ﾌ ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ　０１２０- ３２- ８８６６

　N T T 電 話　３２- ５５１１

　町内 IP 電話　８- ３２- ５５１１
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町内 IP 8-32-0339

予予　　防防　　接接　　種種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 10月7日（木） ４カ月健診受診時～生後６カ月未満 志

ポリオ
生ワクチン投与 10月22日（金）４カ月健診受診後～７歳６カ月未満 富

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00

【受付時間】8:30 ～

【出発時間】9:00 ～

乳幼児健康診査乳幼児健康診査

健康づくり健康づくり

内　容 実施日 対　象 場所

４カ月児健診 10月7日（木）平成22年6月生まれ 志

３歳児健診 10月21日（木） 平成19年4月～
5月生まれ 志

内　容 実施日 対　象 場所

健康ウオーク 10月31日（日） どなたでも 富

健健　　康康　　相相　　談談

がん検診がん検診

内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30

志

こころの健康相談 10月15日（金） 13:00 ～ 14:00

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

特定健康診査

（胃・肺・大腸・

前立腺・肝炎ウ

イルス）

10月３日（日）胃・肺・大腸
40歳以上
前立腺
50,55,60,65歳
の特定年齢
肝炎ウイルス
40歳

８:30 ～
10:00

志

10月９日（土）
富来活
性化セ
ンター

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

※検体提出していない人は、早めに容器を返却してください。（提出・
　返却場所は保健福祉センターと富来支所です）

※大腸がん検体が未提出の人は、10 月末までに提出してください。

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育てすくすく子育て

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

10月7日（木）

乳幼児のお
子さんとお
母さんどな
たでも

15:30 ～
16:00 志

10月21日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

志

ゆう遊クラブ
10月12日（火） 志

10月26日（火） 富

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防 【対象者】65歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。
※志賀町健幸教室参加を希望する人は、事前にご連絡ください。日程表
　を送付します。

内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

10月14日（木） 10:00 ～
11:00

や す ら ぎ荘
10月28日（木）

志賀町健幸教室
10月8日（金） 13:30 ～

15:00
志賀町デイサー
ビスセンター　
介護予防教室10月29日（金）

※ゆう遊クラブ：12日は『クッキング』をします。26日は『ベビーマッサー
ジ』です。事前に予約が必要です。
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10月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

10
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

4日（月）・11日（月）・18日（月）
・25日（月）

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：00
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館　☎32－1740
　　　　町内 IP 8 －32－1740
 志賀町立富来図書館　☎42－2777
　　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー　
　

有
川　

　

浩

○
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ　
　
　
　
　

池
上　

永
一

○
特
異
家
出
人　
　
　
　
　
　

笹
本　

稜
平

○
に
わ
か
雨　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

英
治

○
本
朝
金
瓶
梅　
西
国
漫
遊
篇　

林　

真
理
子

○
勝
手
に
ふ
る
え
て
ろ　
　
　

綿
矢　

り
さ

○
お
し
ん
の
遺
言　
　
　
　
　

橋
田
壽
賀
子

○
北
國
新
聞
朝
刊
（
09
年
１
月
〜
10
年
６
月
）

　

連
載　

炎
天
の
雪　

上
・
下

諸
田　

玲
子

○
た
っ
ぷ
り
生
き
る日

野
原
重
明
・
金
子
兜
太

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

10
月
15
日
㈮　

14
時
か
ら

場
所　

ま
す
ほ
の
里

日
時　

10
月
27
日
㈬　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

◆
お
す
す
め
の
本
◆

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

10
月
９
日
㈯
・
23
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し

会
で
は
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す

の
で
親
子
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

○
愛
す
る
海　
―　
船
長
50
年
の
航
海
記

石
田　

貞
夫

　

海
の
魅
力
や
船
長
の
仕
事
な
ど
自
ら
の

歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
描
き
出
さ
れ
る

航
海
の
魅
力
。
そ
し
て
最
も
思
い
出
深
い

不
思
議
な
友
情
物
語
な
ど
。
50
年
に
わ
た

る
船
乗
り
人
生
を
歩
ん
で
き
た
男
の
航
海

記
で
す
。　

　
　
　
（
著
者
は
志
賀
町
在
住
）

○
お
ち
ば
き
ょ
う
そ
う

　
　
　
　
　

白
土
あ
つ
こ

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
の
庭
そ
う
じ
を
し

て
い
る
た
っ
く
ん
。
そ
こ
に
た
ぬ
き
が

ひ
ょ
っ
と
現
れ
、
な
れ
な
い
ほ
う
き
で
四

苦
八
苦
し
て
い
る
た
っ
く
ん
に
「
へ
た
く

そ
！
」
と
言
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
ふ
た

り
は
落
ち
葉
を
集
め
る
競
争
を
始
め
ま
す

が
…
た
っ
く
ん
と

た
ぬ
き
の
お
は
な

し
の
第
３
弾
で
す
。’

’

秋
の　
夜
長
は　
読
書
に　
最
適
‼

　

虫
の
音
も
涼
や
か
な
季
節
。
先
月
に
比
べ
て
だ
い
ぶ
秋

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
読
書
の
秋
、
志
賀
町

立
図
書
館
で
は
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
新
し
く
棚
を
増
設
し
ま

し
た
。
少
し
だ
け
新
し
く
な
っ
た
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
下
さ
い
‼
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



広報しか 25

★★ 10月行事予定★10月行事予定★
　６日（水）
　９日（土）
２４日（日）  
３１日（日）  

手形・足形づくり　(２歳まで)
移動児童館(富来活性化センター )
バトン・キッズ
たのしい折り紙

10：00 ～
10：00 ～
13：30 ～
13：30 ～

11日（月）、17日（日）

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

　

食
育
ク
ッ
キ
ン
グ

　

志
賀
町
版
画
協
会
主
催
の
版
画
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

　

谷
内
義
和
先
生
の
指
導
で
「
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
」
の
実
験
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
に
水
を
入
れ
る
と
、
白
煙
と
大
き

な
泡
が
溢
れ
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
の
中
に
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
を
入
れ
蓋
を
す
る
と
、
体
積
の

膨
張
に
よ
り
蓋
が
４
・
５
ｍ
も
と
び
、

「
な
ん
で
？
」
と
歓
声
が
あ
が
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
身
近
な
素
材
、

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
に
興
味
津
々
。
科
学

の
不
思
議
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
の
指
導
で
、
児
童

館
で
収
穫
し
た
お
イ
モ
を
使
っ
て

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
と
「
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、｢

作
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ｣

と
言
い
な
が
ら
、
人
参
、
玉
ね
ぎ
を

慣
れ
た
手
つ
き
で
、
切
っ
た
り
い
た

　　　★申し込み、お問い合せは
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724

　　　　　　　　　IP 8-32-1724

め
た
り
。
形
は
大
小
不
揃
い
で
も
、

皆
で
作
り
、
食
べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

は｢

い
つ
も
よ
り
お
い
し
い
」
と
、

大
好
評
で
し
た
。

バ
ル
ー
ン
・
ア
ー
ト

　

北
陸
電
力
㈱
の
泉
さ
ん
の
指
導
で

バ
ル
ー
ン
・
ア
ー
ト
を
体
験
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
作
り
方
を
教
わ

る
と
、
色
と
り
ど
り
の
細
長
い
風
船

を
、
両
手
で
一
回
、
二
回
と
ね
じ
り

な
が
ら
剣
や
子
犬
を
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。
風
船
を
ね
じ
る
だ
け
で
見
事

な
像
を
う
み
だ
す
バ
ル
ー
ン
。
作
っ

た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。

☎

科
学
に
親
し
む

平
成
23
年
度

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

入
所
申
請
の
ご
案
内

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
対
象

者
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生

版
画
教
室{

紙
版
画}

お　
知　
ら　
せ

の
児
童
で
す
。
保
護
者
お
よ
び
祖
父

母
が
仕
事
な
ど
で
、
昼
間
家
庭
に
お

ら
ず
、
養
育
が
困
難
な
児
童
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。

　

入
所
を
希
望
す
る
人
は
申
請
書
を

最
寄
り
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

な
お
、
申
請
書
は
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

●
提
出
期
限
10
月
29
日(

金)

●
提
出
先

　

志
賀
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

(

志
賀
町
児
童
館)

　
　
　
　

☎
32
‐
１
７
２
４

　

堀
松
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

(

旧
堀
松
保
育
園)

　
　
　
　

☎
32
‐
０
３
８
４

　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

(

旧
西
海
小
学
校)

　
　
　
　

☎
45
‐
１
０
２
１

は
、
花
火
や
太
鼓
、
虫
捕
り
な
ど
、

楽
し
く
遊
ん
だ
体
験
を
モ
チ
ー
フ
に

原
画
を
描
い
て
か
ら
、画
用
紙
で
頭
、

顔
、
手
足
等
の
各
パ
ー
ツ
を
切
り
抜

き
、
丁
寧
に
の
り
付
け
し
ま
す
。
そ

の
後
、
仕
上
げ
刷
り
に
も
ト
ラ
イ
。

バ
レ
ン
で
和
紙
の
上
を
こ
す
り
、「
い

い
が
に
な
っ
た
」
と
、
嬉
し
そ
う
な

表
情
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
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土
田
小
学
校

教育
志学

教育長ホットニュース

校
長　

坂　

本　
　

衛

志
賀
地
域
に
お
け
る

　

小
学
校
の
統
合
整
備
に
つ
い
て

　

９
月
３
日
、
志
賀
町
教
育
委
員
会
は
小

泉
町
長
に
対
し
、
志
賀
地
域
に
お
け
る
小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し

て
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
具
申
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
年
６
月
７
日
付
け
で
志
賀
地

域
小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
よ
り
頂
い
た

「
志
賀
地
域
に
お
け
る
小
学
校
の
統
合
整

備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
意
見
集
約
を

受
け
、
教
育
委
員
会
議
で
検
討
を
重
ね
て

き
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
町
長
部
局
で
町
と
し
て
の
状
況

を
総
合
的
に
検
討
し
、
財
政
状
況
な
ど
を

ふ
ま
え
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
司
書
の
配
置
を

含
め
図
書
館
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

読
書
の
習
慣
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
単
に
本
を
読
む
こ
と
を
好
き
に
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
知
識
の
吸
収
が
良
く
頭

の
柔
軟
な
こ
の
時
期
に
、
知
的
好
奇
心
を

か
き
た
て
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を
考
え
、

自
立
を
模
索
す
る
重
要
な
意
味
合
い
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

家
庭
で
の
幼
児
期
か
ら
の
読
書
習
慣
付

け
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
是
非
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
読
み
聞
か
せ
、
本
選
び
な
ど
に
つ
い
て

は　

図
書
館
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

土
田
小
学
校
は
明
治
７
年
に
設
立
さ
れ

た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
そ
の

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
な
が
ら
現
在

の
地
に
建
て
ら
れ
、
志
賀
地
域
の
中
心
的

な
存
在
と
し
て
、
脈
々
と
続
い
て
き
ま
し

た
。
校
歌
に
も
「
四
方
の
山

　々

の
ぞ
み

見
る
・
・
・
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
四
方

を
山
で
囲
ま
れ
、
風
光
明
媚
で
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
。
そ
の
よ
う
な
豊

か
な
環
境
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
の
ど

か
な
気
持
ち
で
何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

土
田
地
区
は
昔
か
ら
三
世
代
同
居
の
家

庭
が
多
く
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
「
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
」
と
い
う
意

識
が
高
く
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
非

常
に
強
い
地
域
で
す
。

土
田
小
学
校
の
教
育
活
動
指
導
指
針
と
し
て

　
「
児
童
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希
望
を
持

ち
、
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
学
校
」
づ
く
り
を
進
め
る
。

め
ざ
す
児
童
像
と
し
て

　
「
す
な
お
な
土
っ
子
」(

基
底)

①
自
ら
学
び
、
よ
く
考
え
る
子　
　
（
知
）

②
思
い
や
り
が
あ
り
、助
け
合
う
子
（
徳
）

③
健
康
で
、
た
く
ま
し
い
子　
　
　
（
体
）

　

今
年
度
は
志
賀
町
の
教
育
目
標
、
実
態

を
踏
ま
え
た
学
校
の
活
動
方
針
を
受
け
、

重
点
目
標
と
し
て
あ
げ
ま
し
た
が
、
特
に

「
学
力
の
向
上
・
心
の
教
育
の
充
実
・
基

本
的
生
活
習
慣
の
育
成
」
の
３
点
を
最
重

要
課
題
と
し
て
捉
え
、
目
指
す
児
童
像
で

あ
る
『
す
な
お
な
土
っ
子
』
を
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
学
力
の
向
上
」
で
は
、
人
間
と
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
力

（
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
、
表
現
す
る
）

を
つ
け
る
こ
と
。
今
ま
で
言
わ
れ
て
き
た

「
生
き
る
力
」
を
つ
け
る
こ
と
。
個
に
対

す
る
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
。

　
「
心
の
教
育
の
充
実
」
で
は
、
規
範
意

識
向
上
の
推
進
や
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気

持
ち
を
育
む
こ
と
。
読
書
活
動
を
中
心
に

体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
道
徳

の
授
業
な
ど
で
の
心
に
訴
え
る
取
り
組
み

を
中
心
に
行
う
こ
と
。

　
「
基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成
」で
は
、「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
に
代
表
さ
れ
る

生
活
習
慣
、
集
団
生
活
の
中
で
社
会
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
立
派
な

身
体
を
作
り
、
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る

こ
と
。

　

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
の
防
止
。
自
転
車
の
利

用
に
よ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
徹
底
す
る

こ
と
。

　

こ
の
３
点
に
力
を
注
ぎ
、
活
気
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

国
民
読
書
年教

育
長

　

今
年
は
「
国
民
読
書
年
」
で
す
、
と

聞
い
て
ピ
ン
と
来
る
方
は
相
当
な
本
好

き
の
方
で
し
ょ
う
。

　

国
民
読
書
年
は
平
成
20
年
に
国
会
で

の
「
国
民
読
書
年
に
関
す
る
決
議
」
に

も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
刻
化
す
る
活
字
離
れ
、
読
書
離
れ

が
危
惧
さ
れ
る
な
か
で
、
本
や
そ
の
他

の
文
字
文
化
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
知

的
財
産
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
国
を
あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
で
は
、
読
書
の
習
慣
づ
け
は

で
き
る
だ
け
小
さ
い
頃
か
ら
始
め
る
の

が
良
い
と
考
え
、
以
前
か
ら
図
書
館
、

保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
で
の

読
み
聞
か
せ
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
ご
協
力
を
戴
き
な
が
ら
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書
や
読
み

聞
か
せ
活
動
を
通
じ
て
抱
い
た
興
味
や

疑
問
を
、
す
ぐ
に
自
分
自
身
で
調
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
各
小
学
校
・
中
学
校
の

図
書
館
を
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
が
利
用
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当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

３日
(日)

池野整形外科耳鼻咽喉科医院 志賀町高浜町 32-0040
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011

10日
(日)

岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921
押水瑠璃光薬局 宝達志水町門前

松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

11日
(祝)

ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来領家町 42-2300
志雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市

前川医院（内） 羽咋市酒井町 26-0210

17日
(日)

向病院（外・内） 志賀町富来領家町 42-1151
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋町

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町 22-0254

24日
(日)

金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864 クスリのアキ羽咋店
青木二階堂薬局 羽咋市石野町

おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町 22-8858

31日
(日)

加藤病院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-1251
鶴多あおぞら薬局 羽咋市鶴多町

保志場医院（内） 羽咋市的場町 22-0125

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

10

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

８

総人口 23,522人

男 11,141人

女 12,381人

世帯数 8,087世帯

( ８月末現在)
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課広報放送係まで送ってください。
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㈳石川県医療在宅ケア事業団

志賀訪問看護ステーションは看護師を募集しています
　■募集人員　　看護師１人(正規職員)

　■年　　齢　　25歳以上（臨床経験3年以上）

　■勤務場所　　志賀訪問看護ステーション　
　　　　　　　　志賀町高浜町カの１番地１（志賀町保健福祉センター内）

　■就業時間　　月～金　8:30 ～ 17:15
　■勤務内容　　訪問看護
　■必要な資格　　看護師免許・普通自動車免許

　　　　　　　　お問い合わせ先　◆志賀訪問看護ステーション〔担当：山下〕　☎0767-32-5585

　　　　　　　　　　　　　　　　◆石川県医療在宅ケア事業団〔担当：浅見〕　☎ 076-239-4177

◆　内　　容　「原子力の日」を記念する講演会
◆　開催日時　10月17日（日）　13時～ 14時30分

◆　場　　所　志賀町文化ホール
◆　講　　師　萩尾みどり 氏　(女優)
◆　テ　ー　マ　「大切なのは何？」　～地球環境、そしてエネルギー～

◆　主　　催　能登原子力センター・石川県
◆　共　　催　志賀町・羽咋市・七尾市・中能登町

講師の米村博実　氏

おしゃべりなアコーディオンおしゃべりなアコーディオン　　講演会を開催講演会を開催
　昔なつかしいアコーディオンを使って、歌とおしゃべりで森や自然の大切さを伝える講演です。
　富来林業研究会では、ふるさとの自然や森林、環境について考えてもらおうと、小、中学生と保護者
を対象にした講演会を開催します。講師には米村博実さんを招いて、アコーディオンを使った楽しい講
演会を企画しました。みなさんのご来場をお待ちしています。

◆　日　時　11月６日（土）　18時～ 19時30分

◆　場　所　富来活性化センター　大ホール

◆　講　師　米村　博実 氏

◆　参加費　大人　500円　子ども　無料

歌は青春力♪
　講演会では、アコーディオンを使って童謡の演奏や、植物の
名前で一番長いもの、短いものなどのクイズ形式で子どもから
大人まで楽しめる内容となっています。

お問い合わせ先　富来林業研究会　山本洋子　090-1638-3692

「原子力の日」記念講演会を開催します「原子力の日」記念講演会を開催します


